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講師 文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官
国立教育政策研究所 教育課程調査官 齋藤 博伸

総合的な学習の時間・総合的な探究の時間講座
～個別最適な学びと協働的な学びの充実を目指して～

９月６日(金)

総合的な学習の時間及び総合的な探究の時間の特質や探究
のプロセスについて学び、個別最適な学びや協働的な学びの
充実を目指した探究的な単元計画の構想について学びます。
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小・中・義務教育学校：７/16(火)～７/25(木)

府立学校 ：７/16(火)～７/30(火)

Ｎо.４６７

Ｎо.３１４ 10月９日(水)

９月13日(金)

10月25日(金)

13時30分～

13時30分～

16時00分～

教育相談＜中級＞講座Ⅰ
～子どもの心情をありのままに理解し、支援する～【領域①】

講師 京都光華女子大学 教授 徳田 仁子

こころの育ちから子どもの成長を捉える視点について学びます。
さらに、事例を通して、子どものこころをどのように受けとめ、成
長を支えるか、家庭と学校の協働の在り方も含めて考えます。

講師 公立学校共済組合近畿中央病院
メンタルヘルスケアセンター 副センター長 井上 麻紀

教職員のメンタルヘルス講座

メンタルヘルスの視点から、教職員が職場で健康
に過ごし、働くことができるための知識や対処法に
ついて、体験的に学びます。

。

【市町(組合)立学校】No.895
【府立学校】悉皆S59・M53・H48 選択G52

学校教育における生成AIの活用方法や考え方について、
ChatGPT等を例に学びます。※事前に指定動画を視聴、
講座１週間前までにアンケートへの回答が必要です。

校務活用（生成AI＜ChatGPT等＞）

学校ＤＸ研修

会場セ

Ｎо.４２６ 10時30分～10月４日(金)

講師 武庫川女子大学 教授 藤本 勇二

育ちと学びをつなぐ幼児教育＆生活科講座
～幼児教育を踏まえた小学校教育の工夫を目指して～

幼児理解に基づく質の高い保育について学び、自校種の教育
に取り入れる視点をもち指導力の向上を図ります。幼児教育の
手法を生活科の指導に生かす方策について理解を深めます。

学習

Ｎо.４６０ 13時30分～９月27日(金)

京都教育大学サテライト講座 発達障害のある児童生徒理解
～通常学級におけるアセスメントと支援の在り方～

講師 京都教育大学 教授 小谷 裕実
京都教育大学 講師 榊原 久直

思春期、青年期の特性理解やアセスメントする際のポイ
ント、医療との連携、支援する際に必要となる発達の道筋
や捉え方について学びます。
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今年度から新設しています

職位に合わせ

た研修を実施

しています。

学校事務職員（主事）講座 ９月３日(火)13時30分～

学校事務職員（主任）講座 10月15日(火)13時30分～

学校事務職員（事務主任・専門幹）講座 10月１日(火)13時30分～

～事務職員の「学校経営参画」について～

それぞれの職位を受講対象とした
推奨講座を実施しております。

～参画、協議、意識改革、そしてウェルビーイングの向上～

～学校事務職員の役割と可能性～

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

Ｎо.７５４ Ｎо.７５５ Ｎо.７５６

会場所

会場所

会場所

会場所

事務 事務職員としての専門講座

事務

Ｎо.４５９ ９月３日(火)13時30分～

講師 関西国際大学 教授 中尾 繁樹

学習や生活の土台となる「からだ」に着目し、姿勢・か
らだの動き・感覚面からの見取り方について演習を通して
学び、自立活動の指導や実践への生かし方を学びます。

会場セ

児童生徒の学びを支える自立活動講座
～的確な実態把握、児童生徒の困難さの背景を読み取る視点を研く～

生指

基本 基本的資質能力

P I C K 
U  P 

基本

Ｎо.６０３ 13時30分～10月28日(月)

京の教育「みやび」講座

講師 香老舗 松榮堂 畑 正高

京都の歴史、伝統や文化への理解を深め、教科横断的
な視点で効果的な学習を着想し、実践に繋げるための基
盤を養います。

会場外

京都ならではの教育京都

京都

※職位が違っていても受講可能です。



「高校卒業後につながる発達障害のある児童生徒の支援の在り方」講座
～各ライフステージを見据えた教育的支援とは～

開催日時 2024年10月11日（金） 15:30～17:00
担当 特別支援教育部（電話 075-612-2953）

※オンラインにて実施
※この講座は、全ての校種の校内研修として活用いただける講座です。
※研修時間も、より教職員が参加しやすいように15:30開始としています。
※校内研修や職員研修としての御活用をお考えの場合は、令和６年度教職員研修計画（p209）を
御確認の上、研修講座開始１箇月前の９月11日（水）までに特別支援教育部までお問い合わせ
ください。

地球環境学講座

「人と自然。地球環境問題の根源は、
人間文化の問題にある。」
総合地球環境学研究所 所長 山極 壽一

開催日時 2024年10月25日（金） 13:30～17:00
担当 地域教育支援部（電話 0773-43-2934）
※外部機関（総合地球環境学研究所）での集合

浅利 美鈴 教授

京都大学学生総合支援機構 准教授 村田 淳先生に御登壇いただき、オンラインを活用した研修講座を実施しま
す。この講座のねらいは、「高校卒業後につながる発達障害のある児童生徒への自立と社会参加に向けた教育的支
援と、教育の役割について理解する」としています。
大学における支援を話題の中心としながら、
・高等学校での相談事例から学ぶことや合理的配慮について
・「あなたはどうして欲しいのか」と問い続けることの必要性
・「自分はどうしたいのか」と自問する機会を持ち続けることの必要性
・各ライフステージでこうあったらという示唆
・ＡＴ（アシスティブテクノロジー）やコミュニケーションツールなどの代替手段の紹介
などをお話する予定です。
高等教育における支援の視点から、この講座全体を通して、全ての発達段階の学校等で、
発達障害のある児童生徒の社会的自立に向けた教育的支援の在り方や社会でより良く生きる
ことについて、参加者の皆さんと共に考えを深める機会になればと思います。

今年度も、総合地球環境学研究所において「地球環境学講座」を開催します。
昨年度に新設したこの講座は、総合地球環境学研究所と京都府教育委員会の連
携事業として実施しています。地球環境問題を理解するために、地球規模でどのよ
うに人と自然の関係を築き上げていくべきかを文理融合的に考えることで、教科横
断的な指導力を向上させ、実際の教育現場に活かすことをねらいとしています。

今年度は次の講義を予定しています。
「地球環境問題の根源～窒素を手に入れた人類～」 教授 林 健太郎
「ごみゼロに向けて～塵類になりそうな人類への挑戦～」

講義や演習を通して、地球環境問題に対する理解を深め、次代を担う子どもたちへの環境教育について皆さんと
考えていきたいと思います。全教職員が受けることのできる講座となっていますので、たくさんの御参加をお待ちして
います。

教授 浅利 美鈴


